
第　55　号
令和元年７月１日

環境意識を持ってきれいな海を守っていこう
～日韓海峡漂着ごみ一斉清掃～

　5月19日（日曜日）、日韓8県市道による共同交流事業の一環として行う「日韓海峡海岸漂着ごみ一斉清掃」が長門
市日置の二位ノ浜海水浴場で開催され、村岡嗣政山口県知事、大西倉雄長門市長をはじめ、市民や漁協関係者、日
置中学校生徒、県内大学生、留学生などのボランティア約550人が集まり、当センターからも、会員及び職員の数名
が参加しました。
　開会式の後、参加者は海岸に漂着したペットボトルや漁網、発泡スチロールなどのごみを拾い、燃えるゴミと燃え
ないゴミに分別して集積ポイントまで運びました。この日回収したごみは3.72トン（可燃3.52トン、不燃0.20トン）で
した。「日韓海峡海岸漂着ごみ一斉清掃」は日韓8県市道（山口県、福岡県、佐賀県、長崎県および釜山広域市、全羅
南道、慶尚南道、済洲特別自治道）の取り組みとして、この日を皮切りに7月まで行われます。



    
令
和
元
年
度

   
定
時

   
総
会

　

五
月
三
十
日(

木)

午
後
一
時
三
十
分

か
ら
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
長
門
市
長
代
理　

大
谷
恒
雄

副
市
長
、
長
門
市
議
会
議
長
代
理　

重
廣
正
美
氏
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来

賓
を
お
迎
え
し
て
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
三
浦
理
事
の
開
会
の
こ

と
ば
の
後
、
木
下
理
事
長
の
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
、
来
賓
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
議
長

に
長
門
地
区
の

永
井
武
司
氏
を

選
出
し
、
議
案

審
議
に
入
り
ま

し
た
。

　

議
案
審
議

は
、
第
一
号
議

案
の
平
成
三
十

年
度
事
業
報
告

の
承
認
を
含

め
、
提
出
四
議

案
に
つ
い
て
順

次
提
案
理
由
の

説
明
及
び
質
疑

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
廣
田
理
事
の
閉
会
の

こ
と
ば
を
も
っ
て
盛
会
裡
に
定
時
総
会

を
終
え
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案

「
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
の
承
認

　
に
つ
い
て
」

　
第
二
号
議
案

「
平
成
三
十
年
度
収
支
決
算
報
告
及

　
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
」

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

く
当
セ
ン
タ
ー
も
新
規
会
員
獲
得
に
向

け
た
開
拓
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
の
、
定
年
の
引
き
上
げ
等
、
高

齢
者
の
再
就
職
促
進
等
の
雇
用
延
長
の

影
響
な
ど
に
よ
り
増
加
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
会
員
の

増
強
が
引
き
続

き
最
大
の
課
題

と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
事
業
実

績
は
、
総
受
注

額
が
対
前
年
度

比
六･

九
％
の

減
と
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ

た
。

　

引
き
続
き
収

支
決
算
報
告
並

び
に
監
事
の
堀

喜
一
郎
氏
に
よ

る
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
両
議

案
は
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
三
号
議
案

「
役
員
の
選
任
の
承
認
に
つ
い
て
」

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
木
下
紀
一
郎
氏

を
は
じ
め
と
す
る
理
事
候
補
者
十
一

名
、
監
事
候
補
者
二
名
が
推
薦
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
終
了
後
に
別
室

に
て
理
事
会
を
開
催
し
、
木
下
紀
一
郎

氏
が
理
事
長(

代
表
理
事
）
と
し
て
、

橋
本
和
則
氏
が
常
務
理
事(

業
務
執
行

理
事)

と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
四
号
議
案

「
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ

　
い
て
」

　

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
口
県
知

事
に
提
出
す
る
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告
等
の
関
係
書
類
、
ま
た
一
般

の
閲
覧
に
供
す
る
書
類
等
に
関
し
ま
し

て
、
会
員
の
権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽

微
な
字
句
の
修
正
、
違
算
や
誤
字
の
修

正
並
び
に
行
政
庁
か
ら
の
修
正
指
示
が

あ
っ
た
場
合

に
の
み
、
そ

の
修
正
を
理

事
長
に
一
任

い
た
だ
き
た

く
総
会
の
承

認
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
事
務
局
か

ら
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
賛
成

多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

報
告
第
一
号

「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」

　
報
告
第
二
号

「
令
和
元
年
度
収
支
予
算
及
び
資
金

　
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に

　
つ
い
て
」

　

我
が
国
の
総
人
口
は
平
成
二
十
年
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
以
降
減
少
傾
向
に

あ
る
一
方
で
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
「
生
涯
現
役
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
高
齢
者
の
「
居
場
所
」
と
「
出

番
」
を
つ
く
り
、
併
せ
て
生
き
が
い
の

充
実
、
社
会
参
加
の
促
進
を
実
行
し
、

地
域
社
会
の
活
性
化
と
社
会
保
障
費
の

削
減
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。　
　
　
　

　

し
か
し
な
が
ら
当
セ
ン
タ
ー
を
取
り

巻
く
情
勢
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
引
き
続
き
会
員
拡
大
及
び
就
業
機

会
の
拡
大
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
み
、
関
係
諸
機
関
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
、
効
率
的
な
事
業
運

営
と
活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

　

続
い
て
令
和
元
年
度
収
支
予
算
及
び

資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に

つ
い
て
事
務
局
か
ら
内
容
の
説
明
が
あ

り
、
両
報
告
を
終
わ
り
ま
し
た
。
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理 事 長
木下　紀一郎

 

理
事
長
あ
い
さ
つ

　　

新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
令
和
で
迎

え
る
記
念
す
べ
き
最
初
の
総
会
と
な

り
ま
す
令
和
元
年
度
公
益
社
団
法
人

長
門
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定

時
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
ご
多
忙
の
中
、
こ
の
よ
う

に
多
く
の
会
員
の
皆
様
方
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
多
大
な
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

長
門
市
長　

大
西
倉
雄
様
を
は
じ

め
、
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
は
、
公
務

ご
多
用
の
中
、
ご
臨
席
を
賜
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
本
格
的
な
総
人

口
と
労
働
力
人
口
の
減
少
社
会
に

入
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は

続
く
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
政

府
は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を
提
起

し
、
人
手
不
足
の
解
消
策
と
し
て
、

高
齢
者
の
就
労
促
進
を
強
く
進
め
て

お
り
、
昨
年
十
一
月
末
に
開
催
さ
れ
た

「
未
来
投
資
会
議
」
に
お
い
て
も
、
現

行
で
六
十
五
歳
ま
で
と
な
っ
て
い
る
継

続
雇
用
年
齢
を
七
十
歳
ま
で
引
き
上
げ

る
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
七
十
歳
ま
で
働
く
の
が
当
た
り
前

の
社
会
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
の

で
す
。

　

一
方
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

取
り
巻
く
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

国
的
に
は
共
働
き
家
庭
や
独
居
老
人
の

増
加
と
い
っ
た
社
会
的
背
景
に
よ
り
受

注
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

肝
心
の
受
け
皿
と
な
る
会
員
数
は
、
定

年
の
引
き
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導

入
、
高
齢
者
の
再
就
職
促
進
な
ど
の
影

響
も
あ
り
、
毎
年
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
協
会
は
「
第
二
次
会
員

百
万
人
達
成
計
画
」
を
策
定
し
、
令
和

六
年
度
に
は
会
員
百
万
人
達
成
を
目
指

し
て
お
り
、
各
都
道
府
県
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
及
び
拠
点
セ
ン

タ
ー
に
「
会
員
一
人
一
会
員
獲
得
運

動
」
を
は
じ
め
、
様
々
な
会
員
拡
大
策

に
取
り
組
む
よ
う
強
く
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
会
員

数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

今
後
は
会
員
・
役
職
員
が
総
力
を
挙
げ

て
「
会
員
の
拡
大
」
に
取
り
組
む
こ
と

が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
及
び
市
な
ど
の
関

係
機
関
か
ら
の
ご
支
援
、
特
に
長
門
市

に
お
い
て
は
補
助
金
の
支
援
や
公
共
事

業
等
発
注
の
維
持
に
特
段
の
ご
配
慮
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
衷
心
よ

り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
う

し
た
温
か
い
ご
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念

で
あ
り
ま
す
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
も
と
、
会
員
・
役
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
親
切
・
丁
寧
な
就
業
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し
て
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
の
事
業
実
績
の
概
要

に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
を
は
じ
め
、

企
業
や
団
体
及
び
市
民
の
皆
様
か
ら
の

温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
「
就
業
機
会
の

拡
大
」
に
努
め
た
結
果
、
前
年
度
に
比

べ
て
派
遣
契
約
金
額
は
一
・
一
％
の
小

幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
請
負
契

約
金
額
が
六
・
九
％
の
大
幅
減
と
な
っ

た
た
め
、
総
契
約
金
額
は
六
・
四
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
就
業
の
取
り
組
み
で

は
、
安
全
委
員
に
よ
る
全
地
区
を
対
象

と
し
た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
職

群
班
長
に
よ
る
安
全
就
業
の
指
導
、
点

検
等
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
事
故
が
五
件
発
生

し
ま
し
た
。
自
ら
の
安
全
に
つ
い
て

は
、
人
か
ら
言
わ
れ
る
の
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
一
人
一
人
が
自
分
自
身
で
考

え
、
そ
れ
を
日
常
の
仕
事
の
中
で
具
体

的
な
形
で
実
行
に
移
す
こ
と
が
、
事
故

防
止
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

今
後
少
子
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
こ

と
か
ら
、
地
域
を
支
え
る
高
齢
者
の

役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
も
一
段

と
高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
会

員
の
皆
様
に
は
シ
ル
バ
ー
会
員
で
あ
る

こ
と
の
誇
り
を
持
ち
、
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
、
就
業
や
社

会
参
加
活
動
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
事
業
発
展

の
た
め
に
一
層
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
長
門
市
を
は

じ
め
関
係
機
関
、
関
係
事
業
所
等
の
限

り
な
い
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
並
び

に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

    

役
職
員
の
紹
介

︿
役
　
員
﹀

理
事
長 

木　

下　

紀
一
郎

常
務
理
事 

橋　

本　

和　

則

理　
　

事 

木　

下　

和　

江

　

  

〃 

三　

浦　

政　

雄

　

  

〃 

田　

村　

耕　

治

　

  

〃 

横　

田　

新　

吾

　

  

〃 

長　

冨　

隆　

士

　

  

〃 

宗　

重　

宏　

和

　

  

〃 

廣　

田　

隆　

男

　

  

〃 

光　

田　

洋
一
郎

　

  

〃 

宮　

垣　

清　

久

監　
　

事 

杉　

村　

京　

子

 

〃 

堀　
　
　

喜
一
郎
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公共事業

一般企業等

個人・家庭

独自事業 1%

53%

21%

25%

技能群

管理群

サービス群

折衝外交群

一般作業群

技術群

事務整理群

17%

1% 2%

38%

1%

39%

2%

事業実績状況 事業実績状況 事業実績状況 （平成31年3月31日現在）（平成31年3月31日現在）（平成31年3月31日現在）

会員数

契約金額（請負・委任）の推移

業種別就業状況
技術群技術群技術群技術群

職群別就業状況 派遣事業実績

60歳未満 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 計
男 性 0 25 75 114 68 29 311
女 性 1 12 37 34 25 19 128

計 1 37 112 148 93 48 439

(月   別) 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

当 年 度 13,482 16,306 17,718 18,519 16,958 15,399 18,492 17,424 13,960 13,017 11,805 14,620 187,700

技  　術  　群 3,454 

技  　能    群 31,925 

事 務 整 理 群 1,375 

管  　理　  群 71,824 

折 衝 外 交 群 3,239 

一 般 作 業 群 74,571 

サ ー ビ ス 群 1,312 

計 187,700 

公 共 事 業 99,449 

一 般 企 業 等 40,145 

個 人 ・ 家 庭 48,060 

独  自  事  業 46 

計 187,700 

件　　　数（件） 14 

契約金額（千円） 14,247 

就業実人員（人） 28 

就業延人員（人） 2,782 

（単位：人）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

0

5000

10000

15000

20000

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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（
１
） 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
、
「
安
全
・
適
正
就
業
対
策
基
本
計

画
」
の
策
定
及
び
事
故
の
要
因
分
析
と
具
体
的
な
防
止
策
の
徹
底

（
２
） 
重
篤
事
故
に
つ
な
が
る
就
業
の
見
直
し

（
３
） 

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
を
収
集
し
、
要
因
を
分
析
し
た
対
策
を
講
じ

た
事
故
の
防
止
の
徹
底

（
４
）
損
害
賠
償
責
任
保
険
事
故
の
防
止

（
５
） 

就
業
途
上
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防
止

（
６
） 

安
全
就
業
対
策
の
総
点
検
の
実
施

（
７
） 

安
全
就
業
の
研
修
及
び
点
検

（
８
） 

適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
業
務
運
営
の
実
施

（
９
） 

会
員
か
ら
の
安
全
標
語
の
募
集
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
施
設
・
就

業
現
場
等
へ
の
安
全
標
語
、
垂
れ
幕
、
ノ
ボ
リ
等
の
掲
示
な
ど
に
よ
る
会

員
す
べ
て
の
安
全
意
識
の
徹
底

（
10
） 

会
報
等
へ
の
安
全
意
識
啓
発
の
た
め
の
特
集
記
事
の
掲
載

（
11
） 

会
員
に
対
し
て
安
全
意
識
啓
発
及
び
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
の
資
料

等
の
配
布
な
ど

（
12
） 

月
間
中
に
お
け
る
「
安
全
意
識
高
揚
の
日
」
の
設
定
及
び
安
全
表
彰
の
実
施

～
安
全
が
全
て
に
優
先
す
る
～

「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな」
全国統一スローガン

令
和
元
年
度
安
全
就
業
対
策

全
国
安
全
就
業
強
化
月
間
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シ
ル
バ
ー
文
芸

シ
ル
バ
ー
文
芸

・
湯
の
跡
地　

ホ
タ
ル一
匹　

ま
よ
い
と
ぶ

・
湯
の
里
に　

お
客
集
め
て　

ホ
タ
ル
舞
う

・
あ
じ
さ
い
の　

輝
き
増
し
て　

雨
晴
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
川
湯
本 

大
田　

浩
己

・
誰
れ
彼
と　

繋
ぐ
手
と
手
や　

く
ず
か
ず
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
川
湯
本　
　
　

  

佐
貫　

勝
代

・
夏
が
来
た　

洗
濯
物
は　

日
の
匂
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
色
干
し
て　

向
日
葵
揺
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

深
川
湯
本　
　
　

  

佐
貫　

勝
代

・
ふ
る
さ
と
に　

集
う
夕
べ
や　

昭
和
来
る　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　   　
　
　
　
　
　
　

深
川
湯
本　
　
　

  

佐
貫　

勝
代

・
名
も
知
ら
ぬ　

時と

き代
の
人
な
り　

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ（
※
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   　
　

東
深
川　
　
　
　

  

福
島　

英
夫

︵
※
︶
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
…
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
マ
ン
派
音
楽
の
作
曲
家
。
管
弦
楽
法
の

　
　
　

大
家
。

俳
句

川
柳

短
歌

　

去
る
令
和
元
年
六
月
十
八
日(

火)

、
山
口
市
の
県

土
連
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
定
時
総
会
に
お
い
て
、
県
内
の
優
良
セ
ン

タ
ー
並
び
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
貢
献
さ

れ
た
役
員
の
方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
長
冨
隆
士
理
事
、
ま
た
、
先
日

の
定
時
総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
山
田
恵
美
子
前
理

事
の
二
名
が
事
業
貢
献
役
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

山口県シルバー人材センター連合会　
事業貢献役員表彰
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会
員
の

　
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
日
置
地
区
　
上
田
　
弘
志

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
て
、就
い
た
仕
事
は
公
共
施
設
の
管

理
業
務
。始
め
て
か
ら
ま
だ
月
日
も
浅

く
、何
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
が
、

先
輩
方
の
指
導
の
下
、少
し
ず
つ
一
人

前
の
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

　
　
　

油
谷
地
区
　
江
里
　
た
み
子

　
主
人
の
介
護
を
し
な
が
ら
の
入
会
、

働
け
る
の
は
短
時
間
、
私
に
仕
事
が

あ
る
の
か
…
。

　

で
も
、
介
護
の
合
間
に
で
き
る
仕

事(

宛
名
書
き
、
電
話
帳
配
布
等)

を
紹
介
し
て
も
ら
い
大
変
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。

　

各
家
庭
へ
電
話
帳
を
配
布
す
る
仕

事
を
し
た
際
に
は
、
空
き
家
な
ど
が

あ
り
、
わ
か
ら
な
い
時
は
近
く
の
畑

で
作
業
し
て
い
た
人
に
尋
ね
た
り
し

な
が
ら
、
配
り
終
え
た
と
き
は
安
堵

し
ま
し
た
。

　

皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
三
隅
地
区
　
坂
本
　
寿
和

　

今
年
二
月
に
入
会
し
、四
カ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。外
の
作
業

に
従
事
す
る
中
で
、た
く
さ
ん
の
方
と

の
接
点
も
で
き
、い
ろ
い
ろ
な
話
が
聞

け
、楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
諸
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
聞
き
な
が
ら
、
事
故
の
無
い
よ
う

作
業
に
で
き
る
だ
け
参
加
し
、
充
実

し
た
日
々
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　

皆
様
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
長
門
地
区
　
平
井
　
由
紀
子

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
半
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。先
輩

方
の
活
動
を
見
て
、今
ま
で
培
っ
て
こ

ら
れ
た
ス
キ
ル
と
知
力
で
地
域
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
す
。

　

他
の
会
員
の
方
々
と
同
じ
よ
う
に

自
分
も
出
来
る
か
自
信
が
な
か
な
か

持
て
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
少
し
で

も
近
づ
け
る
よ
う
に
先
輩
の
皆
様
に

ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て

作
業
の
抱
負

入
会
に
あ
た
り

感
　
想
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「
心
の
支
え
」

　
　
　
　

湯
本
門
前　

 

佐
貫
　
勝
代

　

雲
行
き
の
速
さ
に
傘
を
持
ち
、
ほ

ぼ
満
員
の
バ
ス
の
中
、
い
つ
も
の
人

と
は
違
っ
た
運
転
手
さ
ん
の
声
。

「
ハ
イ
、
気
を
付
け
て
」

下
車
す
る
人
か
ら
は

「
あ
り
が
と
う
、
ま
た
ね
」

　

そ
ん
な
や
り
取
り
を
聞
き
な
が

ら
、
ふ
と
車
窓
の
青
田
に
見
入
る
と

ぽ
つ
ん
と
老
人
の
背
。
大
変
そ
う
だ

が
、
私
に
は
そ
れ
が
元
気
印
に
見
え

て
く
る
。
支
え
る
も
の
が
あ
り
、
支

え
て
く
れ
る
人
達
が
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
暮
ら
し
の
中
で
分
か
ち
合
え
る

仲
間
や
家
族
が
い
る
こ
と
の
幸
せ
を

感
じ
る
。

　

私
に
も
時
々
有
難
い
差
し
入
れ
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
友
人
が
持
っ
て
き

て
く
れ
る
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
幅
広

「
私
の
趣
味
」

　
　
　
　

湯
本
河
原　

 

山
根
　
雅
尚

　

『
ピ
ン
ポ
ン
！
』
と
い
っ
て

も
訪
問
の
チ
ャ
イ
ム
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
の
仕
事
の
余
暇
を
利
用

し
て
、
週
に
三
〜
四
回
卓
球
の

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
『
仙

崎
卓
球
ク
ラ
ブ
』
に
所
属
し
、

仙
崎
中
学
校
の
卓
球
場
を
拠
点

に
、
毎
回
約
二
時
間
程
度
の
練

習
で
心
地
良
い
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
ク
ラ
ブ
員
は
十
六
名
く

ら
い
で
あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
年
齢
層
は
五
十
歳
〜

八
十
歳
の
男
女
で
、
経
験
者
、

未
経
験
者
と
レ
ベ
ル
は
ま
ち
ま

ち
で
す
が
、
「
ス
マ
ッ
シ
ュ
」

や
「
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
」
で
決

ま
っ
た
時
の
気
分
は
爽
快
で

す
。
私
自
身
あ
ま
り
上
手
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
隣
ロ
ー
カ

ル
の
卓
球
大
会(
シ
ン
グ
ル
ス
、

ダ
ブ
ル
ス)

に
も
出
場
し
、
〝
ピ

ン
ポ
ン
フ
レ
ン
ド
〞
も
増
え
ま

い
分
野
の
切
抜
き
や
、
走
り
書
き
で

は
あ
る
が
書
き
抜
い
て
渡
し
て
く
れ

る
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
な
ど
で
、
そ
れ

は
私
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
く
れ

て
い
る
。
『
あ
い
さ
つ
は
心
の
パ

ス
ポ
ー
ト(

挨
拶
は
誰
も
傷
つ
け
な

い)

』
、
『
奪
い
合
え
ば
足
ら
ず
、

分
け
合
え
ば
余
る
』
等
々
…
。

　

目
の
前
に
広
が
る
青
田
の
夕
暮
れ

は
燕
が
低
く
飛
び
交
い
、
風
は
ま
だ

ひ
ん
や
り
と
し
て
い
る
が
、
も
う
す

ぐ
ま
た
暑
い
夏
の
到
来
。
息
子
と
孫

が
植
え
た
さ
つ
ま
い
も
は
ま
だ
鹿
の

餌
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
ほ
っ
と
胸

を
撫
で
下
ろ
す
。

　

満
天
の
星
の
下
、
い
つ
も
と
同
じ

道
を
散
歩
す
る
私
と
犬
。
遠
く
に
見

え
る
外
灯
も
、
い
つ
も
と
変
わ
り
な

く
周
り
を
ぼ
ん
や
り
照
ら
し
て
い

る
。

「
明
日
天
気
に
な
あ
れ
」

し
た
。

　

卓
球
の
良
い
所
は
、
高
齢
者

で
も
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
気
軽

に
参
加
で
き
、
健
康
維
持
に
も

向
い
て
い
る
所
で
、
私
も
趣
味

と
体
力
維
持
を
兼
ね
て
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
是
非
一
緒
に

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
と
き
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■シルバー人材センターの利用に関するアンケート調査結果■

問1■回答者について

問 2■シルバー人材センターについて

①お住まいの地域

①今回ご利用された仕事の内容は？
　（一番最近ご利用いただいたものをひとつお選びください）

③シルバー人材センターを利用されたきっかけは？

⑤ご利用されたときの仕事の出来栄えはいかがでしたか？

⑧今後も仕事を頼んでみようと思いますか？ ⑨センターが行う『空き家見回り』を知っていますか？

④センターへ仕事を依頼されたときの職員の電話対応・窓口対応は
　いかがでしたか？

③年齢

②性別

平成31年3月実施
個人家庭・事業所200件に調査、回収数　127件（回収率 64.8％）でした。ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。

0
5
10
15
20
25
30
35
40

0

10

20

30

40

50

性別
男性
女性
企業
未回答
合計

人数
56
67
1
3
127

％
44.1
52.8
0.8%
2.4%
100.0%

女性
52.8%

長門地区 三隅地区 日置地区 油谷地区 市外・県外 未回答 20～30歳 31～40歳 41～50歳 51～60歳 61～70歳 71～80歳 81歳以上 企業等 未回答
0 2 1

17

44
39

22

1 1

13

31

42

12

25

20

13

32
38

0

男性
44.1%

0

10

20

30

40

50

剪
定

以
前
か
ら

利
用

大
変
良
い

（
満
足
し
て
い
る
）

ど
ち
ら
で
も
な
い

良
い

（
や
や
満
足
）

未
回
答

悪
い

（
や
や
不
満
）

大
変
悪
い

（
不
満
足
）

良
い

思
う

思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

未
回
答

ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

良
い

ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

悪
い

悪
い

未
回
答

仕
事
が

丁
寧

料
金
が

安
い

知
人
の

勧
め

会
員
か
ら

の
紹
介

他
に
頼
む

と
こ
ろ
が

な
い

そ
の
他

未
回
答

チ
ラ
シ・

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ

セ
ン
タ
ー

会
報

知
人
の

紹
介

就
業
中
の

会
員

そ
の
他

未
回
答

草
刈

草
取
り

家
財
処
分

清
掃
等

管
理
業
務

等 そ
の
他

未
回
答

46

37

47

7
1

6

23

0

10

20

30

40

50

②シルバー人材センターを何でお知りになりましたか？

 

ど
ち
ら
と
も

 

い
え
な
い

（

　
　
　

    

）

普
通

0

20

40

60

80

100

120
114

1
11

1 思う
90.0%

思わない
0.8%

わからない
8.7%

未回答
0.8%

未回答
2.4%

企業
0.8%

⑥センターの利用料金について

10

良
い

ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

良
い 普

通
や
や

悪
い

悪
い

未
回
答

高
い

普
通

安
い

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

未
回
答
　
　
　
　

未
回
答

0
10
20
30
40
50
60
70
80

0
10
20
30
40
50
60
70
80

63
50

4

74

16

38

87

2

28

8
01

⑦会員の態度（就業中の態度や、あいさつ等
　のマナー等）はいかがでしたか？

0
10
20
30
40
50
60
70
80

46

31

19

4

23

16

65

14 19

1

0
10
20
30
40
50
60
70
80

19

79

18
25

1 31

23

6

50

1 0 5
0
10
20
30
40
50
60
70

65

0

20

40

60

80

100
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公益社団法人 長門市シルバー人材センター
令和元年度 入会説明会日程
８月　８日㈭ ８月２２日㈭
９月１２日㈭ ９月２６日㈭
１0月１０日㈭ １0月２４日㈭
１1月１４日㈭ １1月２８日㈭
１2月１２日㈭ １2月２６日㈭
１月　９日㈭ １月２３日㈭
２月１３日㈭ ２月２７日㈭
３月１２日㈭ ３月２６日㈭

＊長門会場… シルバー人材センター事務局
 （東深川正明市4区）
 午前10時～
＊油谷会場… シルバー人材センター油谷事務所
 （油谷新別名）
 午後1時半～

・満58歳以上の健康で働く意欲
のある方をお待ちしています！

・所要時間は、約１時間30分。
・現在、雇用保険(失業保険)を受
給中の方が、センターの仕事をすると保険が停止
します。不都合な方は終了後の入会をお願いしま
す。

・都合により変更する場合がありますので、電話で
ご確認のうえ、お越しください。

シルバー人材センターが
お手伝いします！

お申込み・お問合せは、お気軽にご相談ください。

チエブクロー

 ◍ 経理事務
 ◍ パソコン編集
　など

 ◍ 広報等の配布
 ◍ 検針・集金
　など

 ◍ 駐車場管理
 ◍ 施設管理
　 など

 ◍ 植木剪定
 ◍ 塗装
 ◍ 大工・左官
 ◍ 網戸張替
　など

 ◍ 毛筆筆耕
 ◍ 受付事務
 ◍ 文書整理
 ◍ 調査事務
 　など

 ◍ 公園清掃
 ◍ 園芸
 ◍ 除草・草刈
 ◍ 包装
 　など

 ◍ 買い物や通院の
　付き添い
 ◍ 家事援助 　など

専門技術分野

折衝・外交の分野

管　理　分　野

技能を必要とする分野

事　務　分　野

屋内外の一般作業

サービス分野
センターには、会員の総意により
定められた就業規則があります。
もし、万一の事故等が発生した場
合は、シルバー傷害保険等（傷害・
賠償責任）で対応します。

安全・適正就業について

公益社団法人 長門市シルバー人材センター
〒759-4101 山口県長門市東深川正明市4区
TEL（0837）22-5639　FAX（0837）22-6547

三　隅
事務所

日　置
事務所

油　谷
事務所

〒759-3803
長門市三隅下豊原
ＴＥＬ 43-2588
ＦＡＸ 43-2588

〒759-4401
長門市日置上古市
ＴＥＬ 37-2515
ＦＡＸ 37-2515

〒759-4503
長門市油谷新別名
ＴＥＬ 33-0009
ＦＡＸ 33-0009

委 員 長
副委員長
委 員
〃

委 員
〃
〃

松尾　邦憲
廣田　隆男
木下　和江
長冨　隆士

山田恵美子
山根　雅尚
横田  新吾

　

会
員
の
皆
様
、毎
日
の
お
仕
事
誠
に
お
疲
れ
様
で
す
。

　

今
年
も﹃
事
故
防
止
、急
ぐ
な　

あ
せ
る
な　

気
を
抜
く

な
﹄を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
七
月
一
日
か
ら
全
国
安
全
就
業
強

化
月
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
は
我
々
就
業
す
る
会
員

の
安
全
と
幸
福
を
守
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
暑
い
夏
を
迎
え
ま
す
が
、草
刈
等
の
屋
外
作

業
は
多
忙
時
期
と
な
り
ま
す
。体
調
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
留
意
し
て
頂
き
、安
全
立
国
ド
イ
ツ
の
相
手
へ
の
気
遣

い
心
を
表
す
言
葉﹃
Ｇ
ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ａ
ｕ
ｆ︵
ご
安
全
に
︶﹄で

厳
し
い
夏
の
暑
さ
を
乗
り
切
っ
て
下
さ
い
。

　

お
わ
り
に
、令
和
元
年
六
月
一
日
か
ら
総
務
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
が
若
干
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、今
号
は
令

和
に
改
元
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の﹃
シ
ル
バ
ー
長
門
﹄に
な

り
ま
す
。会
員
の
皆
様
、今
後
と
も
ご
支
援
、ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

編集後記

総 務 委 員 会

会員募集中
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